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定量指標（KPI）の設定とアクションプラン取組状況の公表について 

 

１．定量指標（KPI）の設定について  

みずほフィナンシャルグループは、『〈みずほ〉の企業理念』において、「お客さまの

中長期的なパートナーとして、最も信頼される存在であり続ける」ことをビジョンと

して定めるとともに、ビジョンの実現に向けて、「お客さま第一」をはじめとした 5つ

の価値観・行動軸（みずほ Value）を全ての役員と社員が共有しております。 

また、2016年度からの中期経営計画『進化する“One MIZUHO”～総合金融コンサル

ティンググループを目指して～』においては、「お客さま第一（Client–Oriented）」を

更に徹底し、グループ全体で最高のコンサルティング機能を発揮することにより、あ

らゆるお客さまに対し、最適なソリューションを提供し、お客さまの安定した未来の

為の Only Oneのパートナーを目指しております。 

 

これらを踏まえ、グループ一体でフィデューシャリー・デューティー（以下「FD」）

の実践に誠実に取り組み、お客さま本位の業務運営の定着状況を確認するための定量

指標（KPI）を、以下のとおり設定いたします。 

 

 
① FD実践 

グループ全体の取組方針に基づき各社が策定したアクションプランを行うことを

通じて、FD実践に向けた取り組みを行っております。 

② お客さま等の支持・評価 

FD の実践により、お客さまが真に満足できる商品・サービスを提供することがで

きれば、お客さまや外部評価機関から高い支持や評価をいただけるものと考えて

おります。 

③ 成果（お客さま支持の表れ） 

幅広いお客さまに支持・評価されることにより、結果として〈みずほ〉とお客さま

とのお取引拡大や、新たなお客さまとのお取引が実現するものと考えております。 
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２．アクションプランの取組状況の公表について 

アクションプランの取組状況につきましては、年度毎にグループ各社のウェブサ

イトで開示を行うこととしておりますが、今般、新たに定量指標（KPI）を設定した

ことにあわせ、2017年度アクションプランの中間取組状況について、以下のとおり

公表いたします。 

Ａ．「グループ管理方針に関するアクションプランの取組状況」 

グループ横断での取組みが中心であることから持株会社である当社より公表を

行っております。 

Ｂ．「販売機能に関するアクションプランの取組状況」 

販売機能を担うグループ会社（みずほ銀行・みずほ信託銀行・みずほ証券）

は、幅広いお客さまのニーズにお応えするため、グループ一体となって総合金

融コンサルティングサービスを提供しており、グループ横断での取組状況を分

かりやすくお伝えする観点から、持株会社である当社より公表を行っておりま

す。 

Ｃ．「運用・商品開発機能に関するアクションプランの取組状況」 

運用・商品開発機能を担うグループ会社（みずほ信託銀行・みずほ証券・アセ

ットマネジメント One）毎に公表を行っております。 

Ｄ．「資産管理機能に関するアクションプランの取組状況」 

資産管理機能を担うグループ会社（みずほ信託銀行・資産管理サービス信託銀

行）毎に公表を行っております。 

   
くわしくは、グループ各社のウェブサイトをご覧ください。 

 みずほ銀行（機能：販売） 

 みずほ信託銀行（機能：販売、運用・商品開発、資産管理） 

 みずほ証券（機能：販売、運用・商品開発） 

 アセットマネジメント One（機能：運用・商品開発） 

 資産管理サービス信託銀行（機能：資産管理） 

https://www.mizuhobank.co.jp/company/activity/fiduciary/2017mid/index.html
https://www.mizuho-tb.co.jp/company/activity/fiduciary/2017mid/index.html
https://www.mizuho-sc.com/company/management_policy/fiduciary/2017mid/index.html
http://www.am-one.co.jp/company/fdkpi2017/
http://www.tcsb.co.jp/about/pdf/fiduciary_1711.pdf

